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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第25期
第１四半期
連結累計期間

第26期
第１四半期
連結累計期間

第25期

会計期間 
自 平成23年９月１日
至 平成23年11月30日

自 平成24年９月１日
至 平成24年11月30日

自 平成23年９月１日
至 平成24年８月31日

売上高 (千円) 4,209,484 7,799,561 22,613,587

経常利益 (千円) 170,358 1,301,671 2,551,751

四半期（当期）純利益 (千円) 67,238 766,021 1,089,515

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 67,238 766,021 1,089,515

純資産額 (千円) 2,562,618 9,479,102 8,952,845

総資産額 (千円) 7,125,522 16,787,538 16,041,172

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
(円) 3.28 31.95 52.69

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
(円) － － －

自己資本比率 (％) 36.0 56.5 55.8

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　

　

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社、以下「当社グループ」という。）が

営む事業の内容について、重要な変更はありません。 

また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投

資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成24年９月１日～平成24年11月30日）における国内の経済状況は、復興需要によ

る景気の下支えはあるものの、海外経済の景気減速や高水準で推移する失業率等依然として厳しい状況が続いてお

ります。

国内眼鏡小売市場では、眼鏡一式平均単価の下落により厳しい状況が続いておりますが、機能性メガネの登場に

より、新たな成長機会も生まれております。

このような経営環境のもとで、当社グループは国内眼鏡小売市場の拡大と活性化の実現に向け、「アイウエア事

業の競争力強化」を最重点課題として推進してまいりました。　

まず、戦略的中核商品である「Air frame(エア・フレーム)」シリーズにおいて、シリーズ初の日本製となる

「Air frameα(エア・フレームアルファ)」を平成24年９月にリリースいたしました。

また、平成24年11月には「JINS PC」のクリアレンズタイプを発売し、同時にテレビCM等の販売促進活動を積極的

に展開し、「非視力矯正市場」という新たな需要の開拓を進めてまいりました。　

その結果、顧客数の大幅な増加につながり、当第１四半期連結累計期間におけるジンズ業態（アイウエア専門

ショップ）の既存店売上高は45.6％増と、当初想定を大幅に上回りました。　

国内の店舗展開については、ジンズ業態12店舗、レディス雑貨専門ショップで２店舗を出店し、当第１四半期連結

会計期間末における国内直営店舗数は、ジンズ業態172店舗、メンズ雑貨専門ショップ８店舗、レディス雑貨専門

ショップ19店舗となりました。

一方、売上総利益率については、フレームの国内生産の開始や足元の為替動向の変化に伴い、前年同期に比べ

0.8％低下し、75.8％となりました。　

主要な販売管理費については、既存店売上高の増加や店舗オペレーション改善の推進に伴い効率化が進み、売上

高対販売管理費比率は前年同期に比べ14.1％低下し、58.1％となりました。　

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高7,799,561千円（前年同期比85.3％増）、営業利益

1,377,595千円（前年同期比658.7％増）、経常利益1,301,671千円（前年同期比664.1％増）、四半期純利益766,021

千円（前年同期比1039.3％増）となりました。
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セグメント業績の概況　

当社グループの報告セグメントは、事業部門別セグメントから構成されており、またそのほとんどを占めるアイ

ウエア事業を報告セグメントとしております。

セグメント別の売上高は、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年９月１日
至　平成24年11月30日）　

構成比 前年同期比

アイウエア事業 7,428,923千円 95.2％ 189.4％

その他　　　　 370,637千円 4.8％ 129.3％

合計 7,799,561千円 100.0％ 185.3％

（注）１　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　「その他」の区分には、レディス雑貨事業、メンズ雑貨事業等の収入が含まれております。

　

〈アイウエア事業〉

アイウエア事業の売上高は7,428,923千円、売上高全体に占める割合は95.2％となっております。

平成24年11月末現在アイウエア事業における店舗数は、172店舗となっております。　

　

〈その他〉

その他につきましては、レディス雑貨事業、メンズ雑貨事業等の収入により構成されております。

その他の売上高は、370,637千円となっております。

平成24年11月末現在その他における店舗数（レディス雑貨事業及びメンズ雑貨事業）は、27店舗となってお

ります。　

　

　

（2）財政状態の分析

（資産、負債及び純資産の状況） 

当第１四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は、次のとおりであります。

　（単位：千円）

 
平成24年８月期末

（平成24年８月31日）　

当第１四半期連結
会計期間末

（平成24年11月30日）　
増減 増減率（％）

総資産 16,041,172 16,787,538746,365 4.7

負債 7,088,326 7,308,436220,109 3.1

純資産 8,952,845 9,479,102526,256 5.9

　

(イ)資産

流動資産は、新規出店に伴う設備投資資金の支出による現金及び預金の減少等により、10,943,538千円とな

りました。

固定資産は、新規出店に伴う有形固定資産の増加等により、5,843,999千円となりました。

以上により、総資産は、16,787,538千円となりました。

　

(ロ)負債

流動負債は、未払金及び未払費用の増加等により、5,126,546千円となりました。

固定負債は、長期借入金の減少等により、2,181,889千円となりました。

以上により、負債合計は、7,308,436千円となりました。

　

(ハ)純資産

純資産合計は、配当金の支払及び四半期純利益の計上により、9,479,102千円となりました。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

　

（4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)　【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 73,920,000

計 73,920,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年1月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,980,000 23,980,000

大阪証券取引所

JASDAQ市場

（スタンダード）　

 単元株式数

 1,000株　

計 23,980,000 23,980,000 ― ―

　

(2)　【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

　

(3)　【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

　

(4)　【ライツプランの内容】

該当事項はありません。 

 

　

(5)　【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年９月１日～ 

平成24年11月30日 
－ 23,980,000 － 3,202,475 － 3,157,475

　

　

(6)　【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)　【議決権の状況】

　

①【発行済株式】 

   平成24年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

3,000
 ― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

23,949,000

　

23,949

単元株式数

1,000株

単元未満株式
 普通株式

28,000
― ―

発行済株式総数 23,980,000 ― ―

総株主の議決権 ― 23,949 ―

（注）単元未満株式数には、当社所有の自己株式491株が含まれております。

　

②【自己株式等】

     平成24年11月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社ジェイア

イエヌ

群馬県前橋市川原

町二丁目26番地４
3,000 ― 3,000 0.01

計 ― 3,000 ― 3,000 0.01

　

　

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年９月１日から平

成24年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年９月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年８月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,162,826 5,637,702

受取手形及び売掛金 1,920,598 2,178,791

商品及び製品 2,155,793 2,363,276

原材料及び貯蔵品 81,628 79,611

その他 664,395 684,371

貸倒引当金 △188 △213

流動資産合計 10,985,055 10,943,538

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,594,219 2,881,890

その他（純額） 534,134 612,817

有形固定資産合計 3,128,353 3,494,708

無形固定資産 246,320 443,318

投資その他の資産

敷金及び保証金 1,481,430 1,573,106

その他 200,012 332,865

投資その他の資産合計 1,681,443 1,905,972

固定資産合計 5,056,116 5,843,999

資産合計 16,041,172 16,787,538

負債の部

流動負債

買掛金 786,499 683,382

短期借入金 1,073,835 1,199,488

1年内返済予定の長期借入金 521,120 635,796

未払金及び未払費用 1,294,138 1,702,175

未払法人税等 933,687 458,430

資産除去債務 12,673 12,691

その他 272,362 434,581

流動負債合計 4,894,317 5,126,546

固定負債

長期借入金 1,813,850 1,636,521

資産除去債務 89,234 94,502

その他 290,924 450,866

固定負債合計 2,194,009 2,181,889

負債合計 7,088,326 7,308,436

純資産の部

株主資本

資本金 3,202,475 3,202,475

資本剰余金 3,179,475 3,179,475

利益剰余金 2,572,812 3,099,069

自己株式 △1,917 △1,917

株主資本合計 8,952,845 9,479,102

純資産合計 8,952,845 9,479,102

負債純資産合計 16,041,172 16,787,538
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成23年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成24年11月30日)

売上高 4,209,484 7,799,561

売上原価 987,584 1,890,113

売上総利益 3,221,900 5,909,447

販売費及び一般管理費 ※
 3,040,320

※
 4,531,851

営業利益 181,580 1,377,595

営業外収益

受取利息 103 384

受取賃貸料 6,552 6,370

その他 881 1,296

営業外収益合計 7,537 8,051

営業外費用

支払利息 7,237 11,323

支払手数料 6,441 24,808

為替差損 4,631 47,510

その他 448 333

営業外費用合計 18,759 83,975

経常利益 170,358 1,301,671

特別損失

固定資産除却損 7,518 29,659

リース解約損 4,419 －

特別損失合計 11,937 29,659

税金等調整前四半期純利益 158,420 1,272,011

法人税、住民税及び事業税 51,384 444,920

法人税等調整額 39,798 61,069

法人税等合計 91,182 505,989

少数株主損益調整前四半期純利益 67,238 766,021

四半期純利益 67,238 766,021
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年９月１日
　至　平成23年11月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年９月１日
　至　平成24年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 67,238 766,021

四半期包括利益 67,238 766,021

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 67,238 766,021
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区分することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年９月１日以後に取得し

た有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第１四半期連結会計期間の営業利益、経常利益、税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微で

あります。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

財務制限条項

前連結会計年度（平成24年８月31日）

当社は、運転資金及び店舗出店等に関する設備資金の機動的かつ安定的な調達を可能にするため、取引銀行等

と貸出コミットメント契約を締結しており、これらの契約には下記の財務制限条項が付されております。

(1）平成22年８月31日付貸出コミットメント契約　

当連結会計年度末残高 872,320千円

(2）平成23年８月31日付貸出コミットメント契約　

当連結会計年度末残高 1,420,000千円

(3）平成24年８月31日付貸出コミットメント契約　

融資枠契約の総額 2,000,000千円

当連結会計年度末残高 －千円

以上の契約にかかる財務制限条項　

①契約締結日以降の各決算期末日における連結、単体の貸借対照表の純資産の部の合計金額を、契約締結日

直前の決算期末日における金額の75％、または直近の各決算期末日における金額の75％のうち、いずれか

高い方の金額以上に維持すること。

②契約締結日以降の各決算期末日における連結、単体の損益計算書の経常損益の額を損失としないこと。

　

　

当第１四半期連結会計期間（平成24年11月30日）

当社は、運転資金及び店舗出店等に関する設備資金の機動的かつ安定的な調達を可能にするため、取引銀行等

と貸出コミットメント契約及びグローバル・コミットメントライン契約を締結しており、これらの契約には下記

の財務制限条項が付されております。

(1）平成22年８月31日付貸出コミットメント契約　

当第１四半期連結会計期間末残高 788,320千円

(2）平成23年８月31日付貸出コミットメント契約　

当第１四半期連結会計期間末残高 1,420,000千円

(3）平成24年８月31日付貸出コミットメント契約　

融資枠契約の総額 2,000,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 2,000,000千円

以上の契約にかかる財務制限条項　

①契約締結日以降の各決算期末日における連結、単体の貸借対照表の純資産の部の合計金額を、契約締結日

直前の決算期末日における金額の75％、または直近の各決算期末日における金額の75％のうち、いずれか

高い方の金額以上に維持すること。

②契約締結日以降の各決算期末日における連結、単体の損益計算書の経常損益の額を損失としないこと。

(4）平成24年９月28日付グローバル・コミットメントライン契約　

融資枠契約の総額 500,000千円

借入実行残高 －千円

差引額 500,000千円

以上の契約にかかる財務制限条項　

①契約締結日直前の決算以降、各決算期末日における連結、単体の貸借対照表の純資産の部の合計金額を、契

約締結日直前々年の決算期末日における金額の75％、または直近の各決算期末日における金額の75％のう

ち、いずれか高い方の金額以上に維持すること。

②契約締結日直前の決算以降、各決算期末日における連結、単体の損益計算書の経常損益の額を損失としな

いこと。
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（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年９月１日
至  平成23年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年９月１日
至  平成24年11月30日）

給与手当 761,028千円 1,058,735千円

地代家賃 613,017 999,403

広告宣伝費 706,204 968,603

 

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

  
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年９月１日
至  平成23年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年９月１日
至  平成24年11月30日）

減価償却費 135,778千円 222,244千円

　

　

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）

　

配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成23年11月29日

定時株主総会
普通株式 81,911 4.00平成23年８月31日平成23年11月30日利益剰余金　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年９月１日　至　平成24年11月30日）

　

配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資　

平成24年11月29日

定時株主総会
普通株式 239,76510.00平成24年８月31日平成24年11月30日利益剰余金　

 

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年９月１日　至　平成23年11月30日）

当社グループの報告セグメントは、「アイウエア事業」を報告セグメントとしておりますが、「その他」の相

対的割合が低く重要性が乏しいため、セグメントの記載を省略しております。　

　　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年９月１日　至　平成24年11月30日）

当社グループの報告セグメントは、「アイウエア事業」を報告セグメントとしておりますが、「その他」の相

対的割合が低く重要性が乏しいため、セグメントの記載を省略しております。　
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年９月１日
至　平成23年11月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年９月１日
至　平成24年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3円28銭 31円95銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 67,238 766,021

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 67,238 766,021

普通株式の期中平均株式数（株） 20,477,387 23,976,509

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。　

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年１月11日

株式会社ジェイアイエヌ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 白羽　龍三　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　裕司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ジェイア

イエヌの平成24年９月１日から平成25年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成24年９月１日か

ら平成24年11月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年９月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ジェイアイエヌ及び連結子会社の平成24年11月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）　１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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